
キリンビバレッジ株式会社（本社：東京都中野区、代表取締役社長 佐藤 章）は、東日本大震災を機に水を扱う飲
料メーカーとしての使命から、有事の際でも最低限の水分を確保できるよう、日頃から無理なく無駄なく備蓄品をストッ
クする「スマートストック」を推進しております。 

2011年より、小学生の子どもがいる母親800名に対し、「震災時の備えと水分補給に関する調査」を実施しており、経
年で備蓄や水分補給に対する意識を調べています。2014年7月の調査では、家庭の備蓄の実態を調査するとともに、
地震以外にも備蓄が必要となる自然災害に対する意識を調査しました。 

【基本調査概要】 
調査方法 ： インターネットアンケート 
調査実施機関 ： 楽天リサーチ株式会社 
調査実施期間 ： 2014年7月19日（土）～7月21日（月） 
対象地域 ： 全国 
対象者 ： 小学生の子どもを持つ母親800名 
対象者年代 ： 30歳～49歳 
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地震以外にも水の備蓄が必要になる自然災害は頻発 
50 ％以上の人が自然災害を意識していながらいまだ備蓄量は不足 

災害対策は“もしも”から“いつも”へ！ 
スマートストックで身近なリスクに備えよう 

⑤ 水の備蓄量は平均わずか3.77本、備蓄しない理由1位は「消費期限の管理が難しい」 
 2リットルペットボトルの水のストックがあると回答した人はほぼ半数で、一世帯当たりのストック本数は平均3.77
本。昨年より0.23本分減少、震災直後の2011年と比較すると0.37本分と減少していました。成人、子どもともに必要
最低限とされる3日間に必要な水の量は一人あたり2リットルペットボトル5本分であることから、備蓄量はまだまだ
少ないと言えます。 

参考資料 
2014年8月 

【本リリースサマリー】 

⑥ 災害対策は“もしも”から“いつも”へ。スマートストックで賢く備蓄 
 断水につながる自然災害は、日本国内で頻繁に発生しています。水道設備の破損や停電による給水停止も含
めると、どこに住んでいても、誰であっても、断水は身近に起こりうるリスクなのです。突然、水の供給がストップし
ても慌てずに普段に近い生活ができるよう、適切な備蓄量を知って賢く備える「スマートストック」が大切です。 

② 普段最も意識している自然災害、約7割が「地震」 
 普段最も意識している自然災害は67.5％の人が「地震」と回答。その一方で、17.2％が「台風」、6.0％が豪雨など、
「地震」以外の自然災害を最も意識している人は全体の３割という結果になりました。また、この一年で自然災害が
増えたかという質問に対しては、35.3％が「増えた」と感じていると回答しました。 

③ 水の備蓄が必要な自然災害は、頻繁に起きている！ 
 災害危機管理アドバイザーの和田隆昌さんによると、地震以外にも水の備蓄が必要な自然災害は、実は多数
発生しており、取水不足となる干害のほか、停電や水道施設の破損の恐れがある台風、暴雨などの災害も水供
給には深く関わっています。実際、昨年だけを注目しても台風や暴雨の影響により長期断水した地域は多くあり
ました。 

④ 断水経験者はなんと約4割。平均時間は約21.1時間 
 自然災害に限らず、何らかの理由で水道が止まった経験がある人は4割近くもおり、その平均時間は約21.1時間
。地震以外の自然災害で水が手に入らなくなった経験がある人は8.4%おり、自然災害その他で水を手に入れにくく
なるリスクは誰にでもあると考えられます。 

① 普段から自然災害を意識している人は50.2％。自然災害を意識している人の 
水の備蓄本数はそうでない人の約2倍も、まだ不足 
 全体の半数以上が「普段から自然災害を意識している」ということがわかりました。また普段から地震を含む自然
災害を意識している人は、一世帯平均2リットルペットボトル5.22本の水を備蓄しており、そうでない人の約2倍の量
の水を備蓄してることがわかりました。ただ、一人当たり3日間に必要な備蓄本数が2リットルペットボトル5本である
ことを考えると、一世帯あたりの備蓄量はまだ足りないようです。 



① 自然災害を意識している人の水の備蓄本数はそうでない人の約2倍だが、それでも備蓄量は不足 
 
 普段から自然災害を意識しているか聞いたところ、全体の半数以上が「意識している」と回答しています。 
 また、普段から地震を含む自然災害を意識している人は、一世帯平均2リットルペットボトル5.22本の水を備蓄しており、そ
うでない人の約2倍の量の水を備蓄してることがわかりました。ただ、一人当たり3日間に必要な備蓄本数が2リットルペット
ボトル5本であることを考えると、一世帯あたりの備蓄量はまだ足りないようです。 
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※首都直下地震帰宅困難者等対策協議会による試算 

でも…… 
3日間で必要な水の量は1人あたり2リットルペットボトル5本分！（大人、子どもとも） ※ 

 

     ＝1人分（3日間） 
 
 

家族4人なら最低20本の備蓄が必要です！ 



② 普段最も意識している自然災害、約7割が「地震」 
 
 普段最も意識している自然災害は67.5％の人が「地震」と回答。その一方で、17.2％が「台風」、6.0％が豪雨など、「地
震」以外の自然災害を最も意識している人は全体の３割という結果になりました。また、この一年で自然災害が増えたか
という質問に対しては、35.3％が「増えた」と感じていると回答しました。 

③ 水の備蓄が必要な自然災害は、頻繁に起きている！ 
 
 地震以外にも水の備蓄が必要な自然災害は、実は多数発生しています。災害危機管理アドバイザーの和田隆昌さん
によると、地震のほか、台風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、干害、異常低温、異常高温といった日本国内で起きうるほぼす
べての自然災害において、水の供給がストップする可能性があるといいます。 
「地震などの大規模災害でライフラインが壊滅状態になったり、降雨量不足で取水制限が行われるといった事例はよく
耳にされると思いますが、実は水道施設に何らかのトラブルが起きても水の供給は止まってしまいます。とくに停電が起
きた場合はポンプをはじめ多くの設備が使えなくなってしまいます。さらに居住地域では停電が起きていなくとも、取水地
域（ダムのある場所）が停電していればやはり送水はストップしてしまうのです。さらに凍結によって一部のパイプがふさ
がってしまうことも考えられます」 

普段、最も意識している「自然災害」
はなんですか（SA、n=755) 
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水の備蓄が必要となる自然災害と、その原因 

※その他、落雷被害による停電、水道設備関連の人的被害や取水地の水質汚染による浄水不能なども考えられる。 
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 東日本大震災以来、人々の関心は「地震」に向けられてきましたが、その他にも自然災害はたくさんあります。また、電力
供給に頼らざるをえない現代では、電気の供給がストップすることで水をはじめとするライフラインが一気に停止してしまう
危険性も秘めています。 
 「上水道と下水道は一体で運用されているため、下水道に何らかの事故が起きた場合にも上水道が停止したり制限され
る可能性があります。さらに集合住宅の場合は断水すると1時間もせずに貯水タンクは空となってしまいますし、ポンプが
止まると上層階に水を送水できなくなるため、停電が起きるだけでも断水状態になってしまいます。 
水の備蓄が必要になる自然災害のリスクがいつも身近にあることを意識して、備蓄は『もしも』から『いつ起きても』へ、常に
必要な量を賢く備蓄しておくことが非常に重要だと思います」 

【プロフィール】 
災害危機管理アドバイザー。不慮の疫病で生死をさまよった経験から「防災士」資格を取り、災害や
危機管理問題に積極的に取り込んでいます。長年のアウトドア活動から、サバイバル術も得意。主
な著書に『大地震 死ぬ場所・生きる場所』（ゴマブックス）があり、講演会ほかTVなどマスコミ出演
多数。 

監修 

和田  隆昌 

水の備蓄が必要となった自然災害の一例 

④ 断水経験者はなんと約4割。平均時間は約21.1時間 
 
 実際に地震以外の自然災害で水が手に入らなくなった経験があるかを調査したところ、8.4%の人が「ある」と回答。そ
の原因としては台風が最多で4割近く、続いて豪雨（17.9%）、干害（17.9%）と続き、天候による自然災害によって水が手に
入らなくなった人が多く見受けられました。 
 自然災害に限らず、何らかの理由で水道が止まった経験がある人は4割近くおり、その平均時間は約21.1時間。計画
的な断水であっても、長時間水道が止まると、水の備蓄が必要になります。 
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地震以外の自然災害で 
水が手に入らなくなった原因は 

何ですか？（SA、n=67) 

山形 豪雨（2013年7月） 

•水源の濁りに伴い、6市町村が長期断水となり、給水車による水の補充もストップ。飲食店や温泉旅館は休業を強いられた。 

山口・島根 豪雨（2013年7月） 

•広範囲における洪水、土砂災害が起き、ライフラインや道路が寸断。2500世帯以上で1週間以上断水した。 

伊豆大島 台風（2013年10月） 

•土砂災害により大島の導水管の破断や配水池の崩壊など水道施設に甚大な被害がもたらされ、約4000世帯が長期断水。 

滋賀 台風18号（2013年9月） 

•浄水場の水没や道路崩落、土砂災害などで約600世帯が断水。本格復旧までには数ヶ月間かかった。 

東北～関東 豪雪（2014年2月） 

•豪雪により、広範囲にわたって約14,000戸が断水。 

長野 台風8号（2014年7月） 

•大雨により最大で4県・3562戸の断水が発生。 



自宅の水道が止まったことがありますか（SA、n=800) 
※自然災害や点検・工事等、理由は問いません。 
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普段、備蓄している2リットルペットボトルの水の推移(SA、n=800) 

⑤ 水の備蓄量は一世帯平均わずか3.77本、備蓄しない理由1位は「消費期限の管理が難しい」 
 
 現在、2リットルペットボトルの水のストックがあると回答した人は51.6%、ストック本数は一世帯当たり平均3.77本で、昨
年より0.23本分減少、震災直後の2011年と比較すると0.37本分と減少していました。成人、子どもともに必要最低限とさ
れる3日間に必要な水の量は一人あたり2リットルペットボトル5本分であることを考えると、一世帯当たりの備蓄本数が
不十分であることがわかります。 
 備蓄をしない理由としては「消費期限の管理が難しい」 （31.5%）が最多で、続いて「継続するのが面倒」（28.2%）、「備蓄
スペースがない」（26.4%）となっています。 
 また、実際、期限切れしてしまった備蓄品の1位は水で、約1/8の人が期限切れの経験があると回答。期限切れを経験
したことのある人の数はやや減っているものの、その平均金額は多くの項目で上昇しています。水の備蓄量の不足や期
限切れの経験者数から、「消費しながら備蓄する」習慣が浸透していない様子がうかがえます。 
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① 家族に必要な備蓄量を知る 
必要最低限の量として、家族3日分の飲み水と食事の必要量を計算して
みましょう。お米（なるべく無洗米）は男性成人1人あたり0.8kg、子ども一
人あたり0.5kg、水は成人・子どもとも一人あたり2リットルペットボトル5本
が必要量となります。計算が面倒な場合には、以下の自動計算サイトを
利用するのもおすすめです。 
 
◆スマートストックチェッカー 
http://www.kirin.co.jp/products/softdrink/alkali/smartstock/smart_check.html 

 
② 水を購入 
家族の必要量分の水を購入し、使いやすい場所に収納します。キッチン
や食料庫に近い場所に収納することで、日頃から備蓄品を消費しやすく
なります。 
 
③ 日常生活の中で備蓄品を使い、期限切れを防ぐ 
備蓄している水や食料は、普段から使いまわすことが大切。週に一回は
「備蓄品を使う日」と決め、それらを中心に献立を決めたりお茶をいれる
などの工夫をすると消費期限切れを防ぐのに効果的です。 

⑥ 災害対策は“もしも”から“いつも”へ。スマートストックで賢く備蓄 
 
 地震以外にも、自然災害は日本中で頻繁に発生しています。そのうち、水が手に入らなくなる自然災害も、決して珍
しいことではなく、身近にあるリスクです。突然に自然災害に襲われても慌てずに済むよう、「家族のあんしん、ストック
しましょ。」という考え方をもとに、災害が起こった時のために必要なものを必要なだけ備蓄し、それを日常的に消費し
て回転させていくスマートストックの実践をおすすめします。 
 ライフラインが止まってしまう可能性を想定し、以下のステップで備蓄を進めましょう。 

期限切れを起こしたことのある食品ランキング（SA、n=800） 

 2013年 平均金額 人数 

1位 水 777.7円 117人 

2位 レトルト食品 1168.4 円 95人 

3位 カップラーメン 692.3 円 78人 

4位 缶詰 909.7 円 72人 

5位 お菓子 1401.5 円 66人 

 2012年 平均金額 人数 

1位 水 1182.2 円 118人 

2位 カップラーメン 905.6 円 107人 

3位 レトルト食品 2166.7円 99人 

4位 缶詰 1010.1円 90人 

5位 調味料 1074.1円 86人 

 2014年 平均金額 人数 

1位 水 1583.5円 95人 

2位 カップラーメン 1676.8円 76人 

3位 レトルト食品 2040.9円 72人 

4位 お菓子 1752.9円 69人 

5位 調味料 1378.1円 66人 
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「キリン アルカリイオンの水」のスマートストック（循環備蓄）啓発活動 

 2011年3月の東日本大震災では、被災地はもとより周辺地域においてもライフラインが止まったり、買い占め等で一時
的に店頭から備蓄に適した商品がなくなるといった現象が発生しました。 
 キリンビバレッジは、水を扱う飲料メーカーとしてこのような事態をどのように防げるか、またそれに対してどんな活動が
できるのかを考え続け、「スマートストック（循環備蓄）」の啓発活動を2011年より展開して参りました。 

 日頃から水、非常食などを備蓄することは大切ですが、備蓄したままにしておくと、
期限が切れてしまったり、災害時に使えないなどの「ムダ」へとつながります。 
 これらのムダは、非常用備蓄を日常生活でも使う「循環備蓄」を実践することで防
げます。「循環備蓄」とは、「非常時にしか使わない備蓄品」をストックするのではなく
、ペットボトルの水や食料などは毎日の料理や生活の中でも使うことで期限がくる前
に消費し、消費した分を新しく補充していく方法。 
 「備蓄品は保管しておく」という意識をなくすことで、消費期限の管理や保管場所な
どの悩み解消にもつながります。  
 「キリン アルカリイオンの水」の公式サイトでは、ご家庭の適切な備蓄量や非常時
にはどれくらいの水や食料が必要なのかをチェックできる「スマートストックチェッカー
」を設置しているほか、スーパーなどの店舗において関連POPを展開し、消費者の方
に「スマートストック」の大切さを訴求しております。 
 日々の暮らしの延長上で、無理なく無駄なくもしもに備える。「キリン アルカリイオン
の水」は、今後もスマートストックの啓発活動を推進していきます。 

キリン アルカリイオンの水 スマートストックサイト  
http://www.beverage.co.jp/alkali/smartstock/ 

＜報道関係者様からのお問合せ先＞ 
 

キリン「アルカリイオンの水」PR事務局（㈱イニシャル内）  担当：丸山・村木 
〒107-0052 東京都港区赤坂-15-1 赤坂ガーデンシティ 18F 

TEL： (03) 5572-6064  FAX： (03) 5572-6065   

※本リリースをお送りさせて頂いている皆様の個人情報は、株式会社イニシャルの個人情報保護方針に基づいて、厳重に管理させて頂いております。
今後、弊社からのニュースリリースの配信を希望されない方は、恐れ入りますが privacy@vectorinc.co.jp までご連絡をお願い致します。 

「キリン アルカリイオンの水」 について 

1.商品名   「キリン アルカリイオンの水」 
2.発売地域 全国 
3.容量・容器 2Lペットボトル 500mlペットボトル 
4.価格    230円（2L） 130円（500ml） ※消費税抜き希望小売価格 
5.商品特長 
 
大自然が育んだ天然水を、アルカリイオン化。 ミネラルバランスのよいpH8.8～9.4の、 
口あたりまろやかでからだにやさしい軟水です。毎日の水分補給やコーヒー、紅茶はもちろん、 
ごはんを炊いたり、いろんなお料理にも使える、家庭にもやさしくすっきりとした味わいです。 
キリングループが長年培った優れた生産技術を採用。採水から出荷に至るまで、数多くの検査 
など徹底した品質管理をおこない、安心・安全そしておいしいアルカリイオンの水を一貫生産。 
持ちやすくて注ぎやすい「UDグリップ」を使用した「ペコロジーボトル」と箱の四隅を切り落した 
八面構造で、強度がアップした「コーナーカットカートン」を採用。 
リサイクルや分別もしやすく、人と環境にやさしい商品です。 
 
※2Lペットボトルの採水地：静岡県御殿場市、岐阜県岐阜市 
500mlペットボトルの採水地：静岡県焼津市 

mailto:privacy@vectorinc.co.jp

